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A  1　　 ア ミノ竣 あ3  I-･a ペデ ラト) 油 脂薦 結 花能

福岡女ﾒこ家政　　　 長　　 修司

目的 と;* 娘 ：殉脂含 有食a.   の保存，5*D工*  よび調 理申に 油 脂･り酸ｲとが寸 芳t' と,    そ れiz

ともなって他 の成分 も劣化 レ食＆り 肇養価 刮低T  す5 ．世界的･こ食 糧 不乙 屁叫 ば` れて 富ヽ ')，

そり潅効 利 用は食 物学･!〉分 野r は最 もt 犀な課題 であ る。;  ・ ような観 え おら ，紬 脂り酸

托 を防 止 しうる物 質を食 品 宇ヵ,5 見Hi t う と-^ る窄カ バ^  ねら 牡x  い る。 本;pff貧T･i・T  J

ノ酸 あ? いは ペプ チ いり油 脂に対t  3 批 酸化能 を諌討 した 。 すな わち 。凍辞 乾燥が 理 した

T  s ノ 醒 あ3  <-' 1* ペデ チド' と ジノ-  ル酸 コ=チ･･／とり混合物 をz ．・C でヽヽ静
－

レ ，粧 日的･こ油 脂

の過酸 化物佃 を捌 定 しt- 。 結 果：①雅 々り アミノ霞 の中で 禰脂り 酸七 色j印和司3 効 果*＼'･

あ7    仁 の はL 一両,h* ，<嘔 お よび 方唯 て･･ ,   か-> こ れらと トコフX ロ ー･レと の問に相章 作 用

がみ られた ， な* ，ヽ 乙哩 とD 型 りアミ ノ酸 り閤・〉抗酸 化カ,こ15 と んど 差I*ヽ なかっ た.  ④ ア

ミノ酸μ^  ⌒,lo個辞令 レだ オ ジブ ペグ ヂf   のうち'  み の｡々 から 戎^ ペデ チ にで'はジベア

チド し0 ム のみ-*ヽ ら友^ ペプ チ ド` zヽ I?ト リペプ チV  <こ雀 も勧 葺がI認 めら れた。 な琵 再

のけ か5. 成3   ジ あi  し' はトジペフ’チK' とBH   A と･り闇に個丿才目章効 果 がから袁た 。(D 埓 と

他･･)アミノ酸 の3  域3  ジペプ チド）)蓼 酸心

るい1まt  れよりt く才-Z    り 仁 。 と<  r- . 涛--t^, 絢 一心
丿句

一郎 私 一典 ，叫・一典 い ぢ

lynjit-再 に野菊 な勧 果 バみら れた 。まt- 。痛 爽 ア5 ノ鶴 べ同 むご も アリ 紬 列

れ僣 ると そ・)効 カバ屡 な§ ジペプ チ μ'べ3)-と あら･れた 。 このこ とは アi  ノ酸 う辞令 順存 と

旅酸 化能 と の闇 に何ら* ヽ,<?> 関 係* ＼' あ3  - と を示唆 しT  I) る。なお。鼎酸 化カ・ あ3  ジペグ

チド' と トコ乙 ロ ーlしとり 閣に相 凍似z果 糾みら れた 。


